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グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
は
、

大
阪
府
南
部
（
泉
州
・
南
河

内
エ
リ
ア
）
と
大
阪
都
心
南

部
（
難
波
、
新
今
宮
、
阿
倍

野
・
天
王
寺
・
上
本
町
エ
リ

ア
）
を
一
体
的
な
都
市
経
済

圏
と
し
て
発
展
を
目
指
す
構

想
で
、
大
商
が
２
０
１
９
年

か
ら
提
唱
し
て
い
る
。

今
回
の
企
画
列
車
は
、
同

構
想
を
具
体
化
す
る
取
り
組

み
の
一
環
。
南
海
電
気
鉄
道

の
車
両
を
利
用
し
て
、
午
前

は
南
海
本
線
（
な
ん
ば
駅⇔

み
さ
き
公
園
駅
）、午
後
は
高

野
線
（
な
ん
ば
駅⇔

林
間
田

園
都
市
駅
）
で
、
エ
リ
ア
内

の
食
の
魅
力
を
盛
り
込
ん
だ

ラ
ン
チ
や
ス
イ
ー
ツ
を
提
供

す
る
ほ
か
、
抹
茶
や
フ
ル
ー

ツ
大
福
づ
く
り
の
体
験
、
地

元
産
飲
料
の
提
供
、
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
な
ど
を
開
く
。

ま
た
、
企
画
列
車
の
運
行

と
あ
わ
せ
て
、
な
ん
ば
広
場

で
開
か
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
特

設
ブ
ー
ス
で
エ
リ
ア
内
の
事

業
者
が
地
元
食
材
の
加
工
品

な
ど
を
２
日
間
、販
売
す
る
。

グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
は
、

し
ら
す
や
泉
た
こ
な
ど
の
水

産
物
、
水
な
す
や
い
ち
ご
な

ど
の
農
産
物
が
豊
か
な
食
の

都
で
あ
る
が
、
そ
の
魅
力
が

エ
リ
ア
外
で
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
。
大
商
は
、
こ
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
同
エ
リ

ア
の
食
に
よ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
目
指
す
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
担
当

�
６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
推
進
委
員
会
（
委
員
長
�
遠
北
光
彦
・
南
海

電
気
鉄
道
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）は
９
月
２７
日
、
南
海
電
気
鉄
道
と
と
も
に
、
企
画
列
車「
グ

レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
」を
初
実
施
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
な
ん
ば
広
場
で
同
２７
、

２８
日
に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
特
設
ブ
ー
ス
に
出
店
し
、
大
阪
府
南
部
の
食
の
魅
力
を

一
体
的
に
情
報
発
信
す
る
。

記
念
撮
影
に
臨
む
（
左
か
ら
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
商
工
会
議
所
の
エ
ヌ

ニ
ナ
・
マ
ン
ジ
オ
会
頭
と
大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
�
９
日
、
大
商

大
阪
商
工
会
議
所
は
９

日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
商
工
会
議

所
の
エ
ヌ
ニ
ナ
・
マ
ン
ジ
オ

会
頭
が
率
い
る
視
察
団
の
来

阪
に
あ
わ
せ
、
独
立
行
政
法

人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

と
と
も
に
、「
投
資
促
進
フ
ォ

ー
ラ
ム
」、フ
ィ
リ
ピ
ン
企
業

と
日
本
企
業
と
の
「
個
別
商

談
会
」
を
大
商
で
開
い
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
先
立
ち
、

大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
、
�

瀬
恭
子
副
会
頭
が
フ
ィ
リ
ピ

ン
商
工
会
議
所
の
マ
ン
ジ
オ

会
頭
ほ
か
副
会
頭
ら
幹
部
と

懇
談
。
大
商
は
同
会
議
所
を

含
む
ア
セ
ア
ン
主
要
６
カ
国

の
会
議
所
と
連
携
し
、
２
０

２
３
年
に
「
日
本
ア
セ
ア
ン

ビ
ジ
ネ
ス
促
進
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
マ
ン
ジ
オ
会
頭
は
「
人

材
、
デ
ジ
タ
ル
、
脱
炭
素
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
大
商

と
の
連
携
を
一
層
推
進
し
た

い
」
と
述
べ
、
鳥
井
会
頭
は

「
人
材
分
野
を
は
じ
め
、
連

携
関
係
を
さ
ら
に
深
め
て
い

き
た
い
」
と
応
じ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
マ
ン

ジ
オ
会
頭
、
�
瀬
副
会
頭
の

開
催
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
在

大
阪
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
領
事

館
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
商
工
会
議

所
副
会
頭
や
関
係
者
が
講
演

し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
投
資

の
魅
力
、
同
国
が
求
め
る
日

本
の
技
術
、
日
本
企
業
に
と

っ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

に
つ
い
て
紹
介
。
個
別
商
談

会
で
は
、
製
造
業
の
ほ
か
、

人
材
、
Ｉ
Ｔ
、
建
設
、
不
動

産
な
ど
幅
広
い
分
野
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
企
業
１４
社
と
日
本
企

業
と
の
７６
件
の
商
談
が
活
発

に
行
わ
れ
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

泉州生しらすは、栄養豊富
な大阪湾で育つことから脂乗
りが良く、鮮度も抜群だ。ぷり
ぷりとした食感と優しい甘み
が特徴。岸和田港で水揚げさ
れたしらすは、すぐに競りに
かけられ、新鮮なまま地元の
市場や飲食店に届けられる。
泉州生しらすの鮮度を保つ

秘密は、漁獲後すぐに氷締め
し、温度と塩分を調整したシ
ャーベット氷で一時保管、そ
の後真空パックと急速冷凍を
行う処理工程にある。これに
より提供される「泉州海鮮 き
んちゃく家」の生しらす丼は、
地元客や観光客に大人気であ
る。

また、冷凍生しらすや「岸
和田ブランド」の認定品であ
るしらすちりめんは、ふるさ
と納税の返礼品としても利用
されており、遠方の方も泉州
の味を楽しめる。
かつて「大阪の海は汚い」

と言われていた
が、今は水質も改
善され、「大阪湾の
魚はおいしい�」
と自信を持ってお
すすめできる。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
会
あ
い
さ
つ

を
す
る
大
商
の
�
瀬
恭
子
副
会

頭
�
９
日
、
大
商

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
（
館
長
�
宮
本
又
郎
・
大

阪
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
大

阪
商
工
会
議
所
初
代
会
頭
・

五
代
友
厚
の
没
後
１
４
０
年

を
機
に
、
８
月
５
日
か
ら
特

別
展
示
「
五
代
友
厚
と
歩
ん

だ
大
阪
」
を
開
く
。

鉱
山
経
営
や
貿
易
会
社
設

立
な
ど
多
く
の
事
業
を
興
し

た
ほ
か
、
大
商
や
大
阪
取
引

所
な
ど
を
設
立
し
、
大
阪
経

済
発
展
の
礎
を
築
い
た
五
代

の
多
彩
な
活
躍
を
パ
ネ
ル
で

紹
介
。
半
田
銀
山
の
復
興
を

め
ざ
し
奮
闘
す
る
五
代
を
描

い
た
『
銀
色
の
路
―
半
田
銀

山
異
聞
―
』（「
週
刊
ヤ
ン
グ

ジ
ャ
ン
プ
」
連
載
中
）
の
複

製
画
も
数
点
展
示
す
る
。
明

治
維
新
で
衰
退
す
る
大
阪
の

発
展
へ
道
筋
を
つ
け
た
五
代

友
厚
の
あ
ふ
れ
る
企
業
家
精

神
に
触
れ
る
機
会
。
１１
月
２１

日
ま
で
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

�特集�万博 大阪ヘルスケアパビリ
オン「リボーンチャレンジ」～Ｓｅｒ
ｉｅｓＡ；セレクション～輝く未来社
会の創り手ここにあり～ �

（岸和田商工会議所）
当連載では、グレーターミナミ

の各商工会議所が各エリアの自慢
の食体験について紹介し、その魅
力を１年かけてお伝えします。

大阪商工会議所が実施するリボーンチ
ャレンジが８月１２日から大阪・関西万博
会場内の大阪ヘルスケアパビリオンで始
まる。

大阪商工会議所女性会（会長�久保田
光恵・アークティック代表取締役）は６
月２６日、２０２５年度通常総会を大阪市内で
開き、１１２人の会員が出席した。
総会では、久保田会長のあいさつに続

き、２０２４年度事業報告・収支決算（案）、
２０２５年度事業計画・収支予算（案）を承
認した。
その後の昼食懇談会では、鳥井信吾会

頭、相良暁副会頭、井内摂男専務理事、
近藤博宣常務理事・事務局長を来賓に迎
え、鳥井会頭の乾杯発声により開会。出
席者は、和やかに昼食を楽しんだ。続い
て、相良副会頭が「３００年企業のさらなる
チャレンジ」と題して講演した。
大商女性会は、女性経営者の

資質向上と交流を目的に積極的
に活動している。
問合せ 総務担当�６９４４・６２１５

議員紹介・談話室 根本 浩二氏 �
ウェブ商談マッチング成功事例 �
採用担当者同士の就職情報交換会 �

大阪商工会議所は
第４回「活躍する女
性リーダー表彰（愛
称：ブルーローズ表
彰）」を実施する。
これは企業で女性

役員・女性管理職登
用を推進するために
２０２２年度に創設。主
に企業活動で顕著な業績をあげている
女性リーダーを表彰し、今後一層の活
躍とともに、ロールモデルとして後進
育成への寄与を期待している。
第１～３回で合計１２４人が受賞。１６～

２０年度に実施した「大阪サクヤヒメ表
彰」を合わせると受賞者は３５１人。歴代
受賞者はセミナー登壇のほか、有志グ
ループで次世代育成やＳＤＧｓ、万博
関連の取り組みにも貢献している。
応募は１０月１日まで。選定委員会（委

員長�長谷川惠一・エール学園総長）
による審査を経て受賞者を決定し、来
年３月５日に表彰式を行う。
受賞者には会頭名の表彰楯を
贈呈する。
問合せ 研修・採用支援担当

�６９４４・６４９９

企画列車「グレーターミナミ
ＴＲＡＩＮ」に取り付けるヘ
ッドマーク。（上から）南海本
線、高野線

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
主

に
製
造
事
業
者
が
商
品
開
発

の
流
れ
を
実
践
的
に
学
び
、

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
か
ら
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
へ

事
業
領
域
を
開
拓
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
る
。

８
月
２２
日
に
は
第
１
弾
と

し
て
、「
商
品
開
発
の
た
め
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

・
交
流
会
」
を
開
く
。
全
国

の
町
工
場
で
職
人
と
連
携
し

た
商
品
開
発
で
多
数
の
実
績

を
持
つ
セ
メ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
デ
ザ
イ
ン
の
金
谷
勉
代

表
が
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦

略
や
商
品
開
発
手
法
に
つ
い

て
講
演
。
続
い
て
、
組
織
を

巻
き
込
み
、新
ブ
ラ
ン
ド「
イ

ル
ミ
ー
ロ
」
を
立
ち
上
げ
た

岡
本
硝
子
（
千
葉
県
柏
市
）

の
藤
原
心
経
営
企
画
本
部
事

業
推
進
部
部
長
が
取
り
組
み

事
例
を
紹
介
。
セ
ミ
ナ
ー
後

に
は
交
流
会
も
開
く
。

９
月
１９
日
か
ら
「
新
商
品

開
発
ゼ
ミ
」
を
開
く
。
Ｂ
ｔ

ｏ
Ｃ
向
け
の
商
品
開
発
を
目

指
す
中
小
事
業
者
が
新
商
品

プ
ラ
ン
を
練
り
上
げ
、
最
終

回
で
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
に
プ
レ

ゼ
ン
を
行
う
。
ゼ
ミ
修
了
後

も
、
商
品
開
発
へ
の
伴
走
支

援
や
展
示
商
談
会
へ
の
出
展

な
ど
を
支
援
す
る
。

セ
ミ
ナ
ー
・
交
流
会
は
、

８
月
２２
日
午
後
３
〜
７
時
、

大
商
で
。
ゼ
ミ
は
９
月
１９
日

〜
来
年
１
月
２７
日
（
全
５

回
）、
大
商
で
。
ゼ
ミ
参
加
に

は
事
前
書
類
審
査
あ
り
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

大阪冶金興業の寺内
俊太郎社長が２０２５
年大阪・関西万博の大
阪ヘルスケアパビリオ
ン出展への取り組み、
人工ルビーやテイラー
メイド３Ｄ人工骨など
関西大学との産学連携による成果など
を紹介し、次世代の経営者に託す想い
を語る。寺内社長のインタビュー映像
も上映する。
日 時 ８月２９日（金）１４：００～１５：３０
場 所 大阪企業家ミュージ

アム
問合せ 大阪企業家ミュージ

アム
�４９６４・７６０１

今
年
の
夏
は
…
…

私
の
趣
味
は
登
山
で
あ

り
、
夏
に
は
テ
ン
ト
を
担
い

で
縦
走
す
る
。
昨
年
は
山
形

・
福
島
・
新
潟
の
県
境
に
位

置
す
る
飯
豊
山
に
登
っ
た
。

標
高
は
２
１
０
５
�
と
ア
ル

プ
ス
の
３
千
�
級
に
は
及
ば

な
い
。
し
か
し
、
体
力
の
消

耗
は
激
し
く
バ
テ
バ
テ
で
登

頂
し
た
。
飯
豊
山
は
古
来
よ

り
信
仰
の
山
で
あ
り
、
登
山

道
は
参
詣
道
で
も
あ
る
。
先

人
が
歩
い
た
踏
跡
を
歩
く
の

は
極
め
て
趣
が
深
い
▼
奈
良

が
誇
る
百
名
山
に
大
台
ケ
原

が
あ
る
。
現
在
は
車
で
簡
単

に
行
く
事
が
出
来
る
。
大
台

ケ
原
も
古
来
よ
り
信
仰
の
山

だ
。
今
は
殆
ど
利
用
さ
れ
て

い
な
い
尾
鷲
道
が
通
じ
て
い

る
。
名
前
の
通
り
尾
鷲
ま
で

通
じ
て
い
る
。
筆
者
は
過
年

度
に
猪
に
襲
わ
れ
た
経
験

も
。
通
好
み
の
登
山
道
だ
▼

先
日
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研

究
の
第
一
人
者
の
ク
リ
ス
テ

ン
セ
ン
の
著
書
「
ジ
ョ
ブ
理

論
」を
改
め
て
読
み
返
し
た
。

初
回
読
ん
だ
感
想
は
「
こ
れ

っ
て
理
論
？
」
だ
っ
た
。
今

回
読
み
返
す
と
「
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
把
握
に
活
用
で
き

る
�
」
と
感
じ
た
。
恩
師
に

伝
え
る
と
「
ペ
イ
フ
ォ
ワ
ー

ド
�
あ
な
た
の
役
割
は
あ
な

た
が
理
解
し
た
こ
と
を
噛
み

砕
き
、
経
営
者
に
伝
え
、
企

業
変
革
を
促
す
事
で
す
よ
」

と
言
わ
れ
た
▼
夏
山
シ
ー
ズ

ン
の
到
来
だ
。
先
人
の
息
吹

を
感
じ
る
事
が
出
来
る
登
山

道
を
歩
き
た
い
。勿
論
、本
も

持
参
す
る
予
定
だ
。（
お
松
）

寺内俊太郎氏

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

活躍する女性リーダーを表彰

金属を科学する大阪冶金興業の挑戦
～２０２５年大阪・関西万博リボーン
チャレンジへの参画～

企企
画画
列列
車車
運運
行行
やや
イイ
ベベ
ンン
トト
出出
店店

商品開発の流れ
実践的に学ぶ
セミナー・交流会とゼミ

大
阪
府
南
部
の
食
の
魅
力
発
信

▼詳細は
こちら

フ
ィ
リ
ピ
ン
商
工
会
議
所
正
副
会
頭
ら
来
阪

鳥
井
会
頭
�
人
材
分
野
な
ど
連
携
深
化
を
�

８月５日から

五
代
没
後
１４０
年
特
別
展
示

�
五
代
友
厚
と
歩
ん
だ
大
阪
�

▼詳細は
こちら

�４�

味
わ
う

グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ

新鮮さが光る岸和田のしらす

泉
州
生
し
ら
す（
岸
和
田
市
）

大商女性会

通常総会に会員１１２人が集う

２０２５年（令和７年）７月２５日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１３８１（１）
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大
阪
商
工
会
議
所
の
東
和

浩
副
会
頭
は
、
富
山
県
の
新

田
八
朗
知
事
の
招
待
を
受
け

６
月
２７
日
、
大
阪
・
関
西
万

博
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
メ
ッ
セ
「
Ｗ

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
」
に
設
け
ら
れ
た

富
山
県
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、

北
陸
新
幹
線
の
早
期
全
線
開

業
に
向
け
て
協
働
す
る
富
山

商
工
会
議
所
の
庵
栄
伸
会
頭

ら
と
交
流
を
深
め
た
。

富
山
県
ブ
ー
ス
は
、
「
寿

司
と
い
え
ば
、
富
山
〜
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
環
境
の
体

感
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
伝
統

工
芸
、
自
然
、
寿
司
の
３
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
で
構
成
。
最
新

の
冷
凍
技
術
で
作
っ
た
ぶ
り

と
白
エ
ビ
の
寿
司
の
試
食

や
、
伝
統
工
芸
の
実
演
、
立

山
連
峰
か
ら
富
山
湾
ま
で
高

低
差
４
千
�
の
多
様
な
自
然

に
触
れ
る
没
入
型
映
像
な
ど

で
魅
力
を
発
信
。
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
新
田
知
事
は
万
博

を
き
っ
か
け
に
富
山
県
の
関

係
人
口
を
増
や
し
た
い
と
述

べ
た
。

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
開
業

に
よ
り
大
阪
・
富
山
間
の
移

動
は
２９
分
短
縮
。富
山
県
は
、

関
西
と
の
観
光
面
・
経
済
面

で
の
開
業
効
果
の
最
大
化
を

目
指
し
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
・
関
西
万
博
を
機
に

来
阪
し
た
「
英
国
経
営
者
協

会
」
の
訪
問
団
を
歓
迎
す
る

大
阪
府
主
催
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
８
日
、
大
阪
市
内
で
開

か
れ
、
大
阪
商
工
会
議
所
か

ら
黒
田
章
裕
副
会
頭
が
参
加

し
た
。

国
際
金
融
都
市
・
大
阪
の

実
現
に
向
け
、
行
政
や
経
済

団
体
、
関
係
機
関
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
な
か
、
大

阪
府
の
吉
村
洋
文
知
事
が
２

０
２
２
年
に
英
国
を
訪
問
。

同
協
会
と
懇
談
し
、
万
博
に

合
わ
せ
た
来
阪
を
呼
び
か
け

た
と
こ
ろ
、
日
本
市
場
に
関

心
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
２７
人
の

今
回
の
来
日
に
つ
な
が
っ

た
。あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
黒
田

副
会
頭
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
や
テ
ム
ズ
バ
レ
ー
と
大
商

の
提
携
関
係
を
紹
介
し
、「
英

国
経
営
者
協
会
の
皆
様
と
の

本
日
の
出
会
い
が
、
日
英
間

の
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
の
さ
ら
な

る
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を

祈
念
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大阪商工会議所は６月２６日、タ
ジキスタン共和国商工会議所と相
互協力覚書を締結した。
これは、万博ナショナルデーを

機に来阪したタジキスタン共和国
商工会議所や同国政府機関からの
要望を受け、それに応えたもの。
大商としても、今後の成長が期

待される中央アジアとの関係構
築、ビジネス交流促進の一助とな
ることを期待している。
署名は、同日大商で開かれたビ

ジネスフォーラム内で、タジキス
タン共和国商工会議所のラジャブ
ゾダ・ウスモン会頭代行（写真右）
と、大商の近藤博宣常務理事・事
務局長（同左）が行った。
タジキスタンは、豊富な鉱物資

源や世界有数の水力発電能力を有
する。同フォーラムでは、そうし
た同国の魅力、今後重視している
外資誘致分野とその優遇政策、観
光の魅力についても紹介された。

レソトと大阪の商工会議所が相互
協力覚書を締結

大阪商工会議所は１日、レソト
商工会議所と相互協力覚書を締結
した。この覚書は、万博を足掛か
りに大阪企業との関係構築を目指
す同国代表団の要望に応えたも
の。大商としても、注目の高まる

アフリカ諸国とのビジネス交流促
進と活性化の契機となることを期
待している。
署名は大阪・関西万博のレソト

ナショナルデー当日に、万博会場
で開かれたフォーラム内で行われ
た。レツィエ３世レソト王国国王
と同王妃が見守る中、レソト商工
会議所を代表してレソト開発公社
のモリセ・ラマイリＣＥＯ（写真
左）と大商の近藤博宣常務理事・
事務局長（同右）が覚書に署名し
た。
レソトは南アフリカ共和国に囲

まれた内陸国ではあるものの、高
地にあり冷水が豊富。トラウト（に
じます）の養殖に力を入れており、
生産量の一部が日本に輸出される
など、今後の展開に関心が寄せら
れている。

中国国際貿易促進委員会陝西省分
会と大商が連携に関する覚書を締
結

大阪商工会議所は１０日、中国国
際貿易促進委員会陝西省分会と、
連携に関する覚書を締結した。
署名は、同会の賈正蘭（か・せ

いらん）会長（写真左）と大商の
岡広史中国ビジネス委員長（伊藤
忠商事常務理事）（同右）が行った。
現在、大阪・関西万博の中国パ

ビリオンでは、３１の省・市をフィ
ーチャーしたテーマウィーク・デ
ーが順次開かれている。今回の締
結は、陝西ウィーク期間（７月８
～１０日）中に来訪した同省代表団
からの、万博を契機とした大阪企
業との関係構築の要望に応えたも
の。
陝西省は古く長安と呼ばれ、歴

代王朝の都として栄えた西安市に
省都を置く。現代では、中国内陸
部における交通の要衝として、欧
州への鉄道輸送で税関業務も可能
な「内陸港」機能を有するほか、

航空宇宙産業や漢方薬関連の製薬
業、石炭加工業などにも強みを持
っている。

カナダ・ケベック州政府 国際関
係・フランス語圏担当／女性の地
位担当大臣が�瀬副会頭を表敬訪
問

カナダ・ケベック州政府の国際
関係・フランス語圏担当／女性の
地位担当大臣のマルティーヌ・ビ
ロン氏（写真左）が６月２５日、大
阪商工会議所の�瀬恭子副会頭
（同右）を表敬訪問した。両者は
不確実性の高まる世界情勢の中
で、今後も同州と大阪の関係を深
めていくことの重要性を確認し
た。

ラオス首相府付大臣らが�瀬副会
頭と懇談

ラオスのカムチェーン・ヴォン
ポーシー首相府付大臣（写真左か
ら５番目）をはじめ、同国の政府
閣僚らは１０日、同日開催の大阪商
工会議所が共催するフォーラムに
先立ち、大商の�瀬恭子副会頭（同
左端）と意見交換をした。
カムチェーン大臣は「日本企業

にラオスへ積極的に進出してほし
い」と述べた。�瀬副会頭は「こ
うした最新の投資情報の提供など
を通じ、ラオスとのビジネス交流
が促進されることを期待してい
る」と応じた。

一本締めの音頭をとる大商の
黒田章裕副会頭�８日、大阪
市

前
任
地
は
九
州
支
社
。「
九

州
と
比
べ
る
と
、
関
西
の
規

模
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
」

人
が
集
ま
る
場
所
も
多

く
、
よ
り
高
速
・
大
容
量
な

Ｓ
ｕ
ｂ
６
の
基
地
局
を
大
阪

環
状
線
内
で
１
・
４
倍
に
拡

充
、
梅
田
や
難
波
、
心
斎
橋

周
辺
で
も
重
点
的
に
Ｓ
ｕ
ｂ

６
を
配
備
し
て
い
く
。

大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、

開
幕
初
日
、
通
信
他
社
と
と

も
に
、
非
常
に
つ
な
が
り
に

く
い
状
態
に
陥
っ
た
。

オ
ー
プ
ン
を
待
つ
人
た
ち

が
東
ゲ
ー
ト
に
集
中
。
さ
ら

に
、
中
止
さ
れ
た
も
の
の
自

衛
隊
・
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

の
飛
行
を
見
に
来
た
観
客
ら

も
ス
マ
ホ
を
開
い
た
。
多
く

の
人
が
通
信
量
の
大
き
い
動

画
を
視
聴
、
通
信
が
ひ
っ
迫

し
た
。
翌
日
に
は
、
会
場
周

辺
に
移
動
基
地
局
も
配
備
、

通
信
環
境
を
改
善
さ
せ
た
。

能
登
半
島
地
震
で
は
、
関

西
支
社
か
ら
も
応
援
部
隊
を

出
し
た
。
九
州
支
社
で
は
、

豪
雨
災
害
も
経
験
。
本
社
で

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
保
全
の

責
任
者
も
経
験
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
南
海
ト
ラ
フ

大
地
震
に
は
、
非
常
に
強
い

危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。「
災

害
時
に
は
、
固
定
電
話
よ
り

携
帯
に
頼
る
人
が
圧
倒
的
に

多
い
。
だ
か
ら
、
つ
な
が
る

状
態
を
確
保
す
る
の
が
一
番

大
事
な
ん
で
す
」
と
力
を
込

め
る
。

過
去
の
災
害
で
の
教
訓
を

生
か
し
、
基
地
局
へ
の
予
備

電
源
の
強
化
や
伝
送
路
の
多

ル
ー
ト
化
な
ど
、
通
信
サ
ー

ビ
ス
の
途
絶
に
よ
る
影
響
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
体
制
を

構
築
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も

途
絶
え
そ
う
な
と
き
は
、
自

治
体
の
役
場
や
地
元
企
業

に
、
臨
時
基
地
局
の
設
置
を

お
願
い
す
る
と
い
う
。

た
だ
、
何
重
に
対
策
を
施

し
て
も
「
ま
だ
安
心
は
で
き

な
い
」と
気
を
引
き
締
め
る
。

座
右
の
銘
は
、
人
事
を
尽

く
し
て
天
命
を
待
つ
。「『
や

る
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
や

れ
ば
、後
は
ど
う
に
か
な
る
』

と
い
う
気
楽
な
気
持
ち
で
受

け
止
め
て
い
ま
す
」
（
細
）

（
左
か
ら
）
大
商
の
東
和
浩
副
会

頭
、
富
山
県
の
新
田
八
朗
知
事
、

富
山
商
工
会
議
所
の
庵
栄
伸
会

頭
�
６
月
２７
日
、
大
阪
・
関
西

万
博
会
場

大
阪
商
工
会
議
所
の
生
活

用
品
部
会
は
１
日
、「
大
阪
・

関
西
万
博
視
察
会
」
を
開
い

た
。
水
野
明
人
部
会
長
（
ミ

ズ
ノ
社
長
）
を
は
じ
め
、
１０

人
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
、
大
商
と
大
阪

産
業
局
が
企
画
・
運
営
し
、

４
０
０
社
以
上
の
中
小
企
業

・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が

週
替
わ
り
で
出
展
す
る
大
阪

ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
の

リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
エ
リ

ア
を
見
学
。

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ

０
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｎ

Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
で
は
、
更
家
悠

介
名
誉
館
長
の
解
説
を
受

け
、
海
洋
資
源
の
持
続
的
活

用
と
海
洋
生
態
系
の
保
護
を

テ
ー
マ
と
し
た
映
像
な
ど
を

鑑
賞
。
Ｏ
Ｒ
Ａ
外
食
パ
ビ
リ

オ
ン
で
は
、
象
印
マ
ホ
ー
ビ

ン
が
販
売
す
る
、
世
界
の
料

理
を
取
り
入
れ
た
「
万
博
お

に
ぎ
り
」
を
お
に
ぎ
り
ロ
ボ

ッ
ト
が
握
る
様
子
を
市
川
典

男
社
長
の
説
明
で
見
学
。
大

屋
根
リ
ン
グ
下
の
ベ
ン
チ
で

試
食
し
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

記
念
撮
影
に
臨
む
生
活
用
品
部

会
の
皆
さ
ん
�
７
月
１
日
、
万

博
会
場

大
阪
商
工
会
議
所
は
１８
日
、

第
１８
回
常
議
員
会
を
開
き
、
�

会
員
加
入
�
「
２
０
２
４
年
度

事
業
報
告
書（
案
）」な
ら
び
に

中
期
計
画「
挑
戦
都
市
や
っ
て

み
な
は
れ
！

大
阪
プ
ラ
ン
」

の
進
捗
�
「
２
０
２
４
年
度
決

算
書（
案
）」�
海
外
機
関
と
の

連
携
協
定
締
結
�
な
に
わ
淀
川

花
火
大
会
へ
の
協
力
�
参
与
委

嘱
の
承
認
	
委
員
会
委
員
委
嘱

の
承
認
�
�
に
つ
い
て
審
議

し
、
了
承
し
た
。

ま
た
、
�
議
員
の
就
任
・
辞

任
�
委
員
長
の
補
欠
選
任
�
企

画
列
車
「
グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
」
の
実
施
と
今
後

の
事
業
展
開
�
次
期
中
期
計
画

の
方
向
性
�
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ

ン
ジ
「
Ｓ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
Ａ
；
輝

く
未
来
社
会
の
創
り
手
こ
こ
に

あ
り
」
出
展
概
要
�
�
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

な
お
、
常
議
員
会
後
の
会
員

数
は
会
員
２
万
３
０
１
１
、
団

体
１
０
０
４
、
個
人
７
２
３
０

の
合
計
３
万
１
２
４
５
と
な
っ

た
。

◆
２
号
議
員
の
選
任

◎
情
報
・
通
信
部
会
（
４
日
）

中
沢
正
和
・
オ
ー
ジ
ス
総
研
顧

問◆
委
員
長
の
選
任

◎
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
振
興
委

員
会
（
３
日
）

上
野
裕
明
・
地
方
独
立
行
政
法

人
大
阪
市
民
病
院
機
構
理
事

不
正
競
争
防
止
法
第
２
条

第
１
項
第
２
号
に
「
著
名
な

商
品
等
表
示
」
と
い
う
規
定

が
あ
る
こ
と
は
前
回
述
べ

た
。
そ
れ
に
該
当
す
る
表
示

で
あ
る
「
ソ
ニ
ー
」
や
「
サ

ン
ト
リ
ー
」
が
典
型
だ
が
、

こ
れ
ら
の
表
示
を
使
用
し
た

考
え
ら
れ
な
い
事
件
が
起
き

た
こ
と
が
あ
る
。
相
当
以
前

の
こ
と
だ
が
、「
サ
ン
ト
リ

ー
」
印
の
「
バ
ッ
ト
」
や
「
ソ

ニ
ー
」
印
の
「
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
」が
販
売
さ
れ
た
。こ
の
事

件
は
い
わ
ゆ
る
「
フ
リ
ー
ラ

イ
ド
」
と
言
わ
れ
る
著
名
商

標
の「
た
だ
乗
り
」で
あ
る
。

今
日
で
も
他
人
の
周
知
や

著
名
な
表
示
と
同
一
又

は
似
た
表
示
を
す
る
ケ

ー
ス
が
あ
る
。
周
知
表

示
（
周
知
商
標
）
に
関

し
て
は
商
品
が
非
類
似

の
場
合
、
同
一
の
表
示
又
は

同
一
商
標
の
使
用
や
登
録
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

が
、
著
名
表
示（
著
名
商
標
）

の
場
合
、
商
品
の
類
似
を
越

え
て
非
類
似
の
商
品
の
登
録

は
も
ち
ろ
ん
、
使
用
も
認
め

ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
同
条

項
の
趣
旨
で
あ
る
。

著
名
商
標
の
保
護
は
不
正

競
争
防
止
法
の
規
定
の
み
な

ら
ず
、
商
標
法
に
も
重
ね
て

保
護
す
る
、
同
法
第
６４
条
の

「
防
護
標
章
制
度
」が
あ
る
。

著
名
商
標
と
認
定
（
ほ
と
ん

ど
の
場
合
は
特
許
庁
が
認

定
）
さ
れ
る
商
標
に
つ
い
て

は
、
実
際
に
使
用
し
て
い
な

い
商
品
分
類
に
お
い
て
も
保

護
さ
れ
る
の
が
「
防
護
標
章

制
度
」
の
特
徴
だ
。

た
だ
し
同
制
度
の
場
合
、

保
護
さ
れ
る
商
標
は
実
際
に

使
用
さ
れ
て
い
る
、
又
は
登

録
さ
れ
て
い
る
商
標
と
同
一

の
商
標
の
み
が
対
象
と
な

る
。
な
お
防
護
標
章
（
商
標

で
は
な
い
）
は
１０
年
ご
と
の

更
新
登
録
が
可
能
だ
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
８
月

２０
日
、
女
性
活
躍
推
進
団
体

「
万
博
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
会
議
」

が
主
催
す
る
催
事
に
共
催
す

る
。
同
催
事
は
、
未
来
を
担

う
大
阪
の
中
学
生
と
と
も

に
、
未
来
社
会
で
の
働
き
方

や
、
夢
、
や
り
が
い
な
ど
に

つ
い
て
考
え
る
。

第
１
部
で
は
、
咲
く
や
こ

の
花
中
学
校
、
四
條
畷
学
園

中
学
校
、
箕
面
自
由
学
園
中

学
校
の
３
年
生
が
「
だ
っ
た

ら
い
い
な
の
社
会
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。
第
２

部
で
は
、「
心
身
と
も
に
楽
し

く
生
き
る
未
来
を
描
こ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
登
壇
者
を
迎

え
て
パ
ネ
ル
討
論
を
実
施
す

る
。午

後
３
〜
５
時
、
夢
洲
の

大
阪
・
関
西
万
博
会
場
で
。

オ
ン
ラ
イ
ン
可
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９

◆
協
会
け
ん
ぽ
大
阪
支
部
か
ら

の
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
保
険
証

を
お
持
ち
で
な
い
方
へ
「
資
格

確
認
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

従
前
の
健
康
保
険
証
を
お
持
ち

の
方
が
対
象
で
す
。
◎
協
会
け

ん
ぽ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
�
０
５
７
０
・
０
１
５
・

３
６
９

◆
毎
月
勤
労
統
計
調
査
「
特
別

調
査
」
に
ご
理
解
・
ご
回
答
を

�

８
月
上
旬
か
ら
対
象
調
査

区
内
の
全
事
業
所
に
統
計
調
査

員
が
お
訪
ね
し
、
常
用
労
働
者

数
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。
そ
の

う
ち
常
用
労
働
者
１
〜
４
人
を

雇
用
す
る
事
業
所
に
は
、
賃
金

や
労
働
時
間
、
雇
用
状
況
を
調

査
い
た
し
ま
す
。
◎
大
阪
府
総

務
部
統
計
課
�
６
２
１
０
・
９

２
０
０

生
活
用
品
部
会

富
山
県
が
万
博
で
イ
ベ
ン
ト

大
阪
・
関
西
万
博
を
視
察

東
副
会
頭
が
視
察

大
阪
の
中
学
生
と

未
来
社
会
考
え
る

英国経営者協会が来阪

黒田副会頭
歓迎式典であいさつ

８
月
２０
日
、万
博
会
場
で

南海トラフ大地震に危機感

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

執
行
役
員

関
西
支
社
長

ね

も
と

こ
う

じ

根
本

浩
二
氏

常常
議議
員員
会会
開開
くく

�９６�

杉本特許事務所
所長・弁理士 杉本 勝�

著名商標は商標法でも保護
不正競争防止法�

タジキスタンと大阪の商工会議所
が相互協力覚書を締結

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

（２）２０２５年（令和７年）７月２５日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８１



大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール 研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。
kensyu2@osaka.cci.or.jp

大大商商ののががんんばばるる会会員員ささんんをを紹紹介介ししまますす！！
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部 下 と 信 頼 関 係 を 築 き 、成 長 を 支 援 す部 下 と 信 頼 関 係 を 築 き 、成 長 を 支 援 す る部 下 と 信 頼 関 係 を 築 き 、成 長 を 支 援 す る部 下 と 信 頼 関 係 を 築 き 、成 長 を 支 援 す る
部下を育てるためのコミュニケーション講部下を育てるためのコミュニケーション講座部下を育てるためのコミュニケーション講座部下を育てるためのコミュニケーション講座

自 ら 主 体 性 を 発 揮 し 、 チ ー ム へ の 貢 献 力 を 高 め自 ら 主 体 性 を 発 揮 し 、 チ ー ム へ の 貢 献 力 を 高 め る自 ら 主 体 性 を 発 揮 し 、 チ ー ム へ の 貢 献 力 を 高 め る自 ら 主 体 性 を 発 揮 し 、 チ ー ム へ の 貢 献 力 を 高 め る
主 任・係 長 育 成 講 座 ＜１＞ 自 己 成 長主 任・係 長 育 成 講 座 ＜１＞ 自 己 成 長 編主 任・係 長 育 成 講 座 ＜１＞ 自 己 成 長 編主 任・係 長 育 成 講 座 ＜１＞ 自 己 成 長 編

（一般社員向け）仕事力を上げて成果を出す！報連相レベルアップ講座（一般社員向け）仕事力を上げて成果を出す！報連相レベルアップ講座（一般社員向け）仕事力を上げて成果を出す！報連相レベルアップ講座（一般社員向け）仕事力を上げて成果を出す！報連相レベルアップ講座
上司と部下との双方向コミュニケーションで仕事が効率化！成果が上がる！上司と部下との双方向コミュニケーションで仕事が効率化！成果が上がる！上司と部下との双方向コミュニケーションで仕事が効率化！成果が上がる！上司と部下との双方向コミュニケーションで仕事が効率化！成果が上がる！

技術者・研究者のための説明＆伝え方講技術者・研究者のための説明＆伝え方講座技術者・研究者のための説明＆伝え方講座技術者・研究者のための説明＆伝え方講座
技術者・技術営業の方が相手にわかりやすく伝えるための秘訣を伝授

実務に役立つ「チェックリスト」を活用した危ない企業の見抜き方実務に役立つ「チェックリスト」を活用した危ない企業の見抜き方実務に役立つ「チェックリスト」を活用した危ない企業の見抜き方実務に役立つ「チェックリスト」を活用した危ない企業の見抜き方
「与信管理」の仕組みと「不正会計」の見抜き「与信管理」の仕組みと「不正会計」の見抜き方「与信管理」の仕組みと「不正会計」の見抜き方「与信管理」の仕組みと「不正会計」の見抜き方

新入・若手社員ビジネスマナー１日【集中】講座新入・若手社員ビジネスマナー１日【集中】講座新入・若手社員ビジネスマナー１日【集中】講座新入・若手社員ビジネスマナー１日【集中】講座
社会人としての基盤となる「ビジネスマナー」を１日かけて徹底指導社会人としての基盤となる「ビジネスマナー」を１日かけて徹底指導社会人としての基盤となる「ビジネスマナー」を１日かけて徹底指導

プレイングマネージャーとしての課長の役割と仕事講座プレイングマネージャーとしての課長の役割と仕事講座プレイングマネージャーとしての課長の役割と仕事講座プレイングマネージャーとしての課長の役割と仕事講座
部下のモチベーションを上げ、チームの成績を向上させ部下のモチベーションを上げ、チームの成績を向上させる部下のモチベーションを上げ、チームの成績を向上させる部下のモチベーションを上げ、チームの成績を向上させる

IllustratorIllustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインするの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインするIllustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインするIllustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインする
I l l u s t r a t o r 基 本 講I l l u s t r a t o r 基 本 講 座I l l u s t r a t o r 基 本 講 座I l l u s t r a t o r 基 本 講 座

Ｍ＆Ｐ（住吉区、https���www.m
�and�p.jp�）の宮
泰三代表取締役
は電機メーカーを退職後、電子部品
の流通・加工・仲介を行う会社を立
ち上げ今年で９年目を迎えた。
今回の新たな取り組みは、宮
氏

の故郷長崎県五島列島の最北端、宇
久島が直面している人口減少・少子
高齢化の対策で交通、物流、医療、
環境、エネルギーの課題の解決に向
けたもの。
まず、佐世保市が取り組む「宇久

島未来まちづくりプラン」に参画し、
自社の強みである情報通信技術の活
用を模索している。また、観光客、
移住者を増やす手段として、都市で
開催されるイベントに参加し、宇久
島物産の販売を通じて都市との交流
を図り、離島の魅力を発信したいと
意気込んでいる。

ゆみりか社会保険労務士法人（西
淀川区、古藤みゆき代表）は古藤代
表が個人事務所を開設後、２０２３年に
法人成りした。
スタッフは全員女性で、顧客との

コミュニケーションを重視し、単な
る手続き代行だけでなく、顧客によ
りそい、今必要なサービスを提案す
ることを心がけている。スタートア
ップ企業の人事制度の構築、助成金
の提案、クラウドシステムの導入支
援など、一緒にバックオフィス業務
を整備していくことを得意とする。
特に力を入れているのが、人事評価
制度の構築、企業型ＤＣの導入、短
時間正社員制度など。中小企業だか
らこそ社員一人ひとりが前向きに仕
事に取り組める環境整備を行い、働
くことで豊かに生きる人を増やすこ
とを目指している。

大阪商工会議所は「『与信管
理』の仕組みと『不正会計』の
見抜き方」を開催する。
同講座では、与信管理を行う

にあたって、取引内容や条件の
点検、信用情報の収集・分析の
仕方、与信判定の仕方と与信管
理の進め方など、各段階の留意
点や実務ポイントを押さえる。
また、実際の不正事例の内容や
手口、改善策を紹介するととも

に、実務に役立
つ「チェックリ
スト」を活用し
た危ない企業の
見抜き方・予防
の仕方について
説明する。

講師は、山添公認会
計士事務所の山添清昭
公認会計士。９月９日
午前１０時～午後５時。

大阪商工会議所は「部下を育
てるためのコミュニケーション
講座」を開催する。
慢性的な人材不足や求められ
る働き方改革。今ほど、目の前
の人材を活かし、その成長をサ
ポートしていくことが求められ
るときはない。
同講座では、部下育成の心構
えを学ぶとともに、部下の自信
や自己効力感を育み、部下がよ
りいっそう力を発揮するための

関わり方を学
ぶ。
前回参加者か

らは「すぐに実
行できそうな、
実用的な内容だ
った」などの声

が寄せられている。
講師は、ヒュマナッ

プの福島清誠代表。
８月２８日午前１０時～
午後５時。

山添清昭氏

福島清誠氏

大阪商工会議所は「新入・若
手社員ビジネスマナー１日【集
中】講座」を開催する。
社会人としてお客様の役に立

ち、上司や仲間とお互いに尊重
しながら働くためには、ビジネ
スマナーの習得が必要。
同講座では、社会人としての

基礎となる心構えや、組織にお
いて求められる役割・行動を学
び、ビジネスマナーの重要性に
ついて理解を深める。言葉遣い

や来客応対・訪
問、電話応対な
ど、実践演習を
通じて基本マナ
ーを身につけ実
践できるよう指
導する。

講師は、ビジネスプラスサポ
ートの川勝愛人財育成
プロデューサー。
９月１０日午前１０時～

午後５時。

大阪商工会議所は「主任・係
長育成講座�１�自己成長編」
を開催する。
同講座では、チーム運営なら
びに実務の要となる主任・係長
（入社８～１３年目社員）を対象
に、リーダーとして今後のキャ
リアプランを考えるとともに、
自身に対しての周りの期待を考
え、求められる役割や責任、立
ち居振る舞い、必要な能力につ
いて理解する。

また、組織を
一体化し、組織
の実行力を高め
る仕事の進め方
を伝授する。
９月１７日開催

の�２�後輩指
導編とのセット受講が可能。
講師は、ＣＤＭの伊

東廣賀代表。
９月２日午前１０時～

午後５時。

川勝愛氏

伊東廣賀氏

大阪商工会議所は「プレイン
グマネージャーとしての課長の
役割と仕事講座」を開催する。
課長はプレイヤーとして自ら

業績を上げつつ、マネージャー
として部下のモチベーションを
引き上げ、チーム全体の成績を
向上させることが求められる。
同講座では、業績を上げるた

めの役割と時間管理力、部下育
成のためのメンタリングやOJT
実践力、社員の士気を高める手

法を指南する。
前回参加者か

らは「すぐに実
践できることを
教わった」など
の声が寄せられ
ている。

講師は、ビジネスディベロッ
プサポートの大軽俊史
代表。
９月１１日午前１０時～

午後５時。

大阪商工会議所は「（一般社員
向け）仕事力を上げて成果を出
す！報連相レベルアップ講座」
を開催する。
働き方改革により、労働生産
性を向上させるための基本スキ
ルとして、報・連・相の徹底が
求められている。仕事のムダ、
ダブリ、ミス、トラブルなど、
組織が抱える多くの問題はコミ
ュニケーション不足が原因。
同講座では、組織で働く上で
仕事をより効率的にする潤滑油

ともいえる「報
告・連絡・相
談」の重要性や
目的について振
り返り、ビジネ
スマンとしての
レベルアップを

図る。
講師は、マーブルイノベーシ

ョンの松尾久美子代表
取締役。
９月３日午前１０時～
午後５時。

大軽俊史氏

企
業
の
成
長
に
と
っ
て
、
優
秀

な
人
材
を
採
用
す
る
こ
と
も
大
切

だ
が
、
自
社
の
人
材
を
育
て
て
い

く
こ
と
も
不
可
欠
。
上
手
に
大
阪

商
工
会
議
所
の
研
修
を
活
用
し
人

材
育
成
を
行
っ
て
い
る
事
例
を
紹

介
す
る
。

◇

大
阪
商
工
信
用
金
庫（
大
阪
市
）

は
金
融
業
を
行
う
従
業
員
約
４
３

０
人
の
企
業
。
経
験
豊
富
な
講
師

か
ら
主
体
的
に
マ
ナ
ー
や
価
値
観

を
学
ん
で
ほ
し
い
と
、大
商
の「
新

入
社
員
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー【
１
日
】

集
中
講
座
」
を
２
０
２
３
年
度
か

ら
活
用
し
始
め
た
。

研
修
に
参
加
し
た
新
入
職
員

は
、
講
師
の
言
葉
で
あ
る
「
結
果

は
職
員
一
人
一
人
の
日
々
の
行
動

か
ら
決
ま
る
」
と
い
う
言
葉
に
共

感
し
、
マ
ナ
ー
の
必
要
性
や
主
体

的
な
行
動
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

ま
た
、
人
事
担
当
者
は
「
マ
ナ
ー

の
必
要
性
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

様
々
な
業
種
の
方
と
交
流
す
る
こ

と
で
視
野
が
広
が
っ
た
の
で
は
」

と
話
す
。

研
修
効
果
を
高
め
る
た
め
、
研

修
の
翌
日
に
疑
問
点
の
解
消
や
同

社
な
ら
で
は
の
マ
ナ
ー
を
レ
ク
チ

ャ
ー
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
ん

だ
こ
と
を
実
践
す
る
場
を
設
け
る

（
顧
客
訪
問
）
な
ど
、
研
修
↓
実

践
の
仕
組
み
を
整
え
た
。
ま
た
、

実
践
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が
自

分
自
身
の
行
動
を
見
つ
め
直
す
こ

と
で
学
ん
だ
こ
と
の
定
着
を
図
る

た
め
の
時
間
も
設
け
て
い
る
。

人
事
担
当
者
は
「
１
〜
３
年
目

は
社
会
人
の
土
台
を
作
る
大
切
な

期
間
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
成

長
す
る
キ
ッ
カ
ケ
を
作
っ
て
い
き

た
い
」
と
語
る
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支
援
担

当
�
６
９
４
４
・
６
４
２
１

松尾久美子氏

大阪商工会議所は「グラフィ
ックソフト『Illustrator基本講
座』」を開催する。
「Illustrator」を使うと一歩進
んだクオリティの高い制作物を
作ることができる。
同講座では、パンフレットを

サンプルにして、台紙作成やオ
ブジェクト作成、文字作成など
を行いながら、Illustratorの「ル
ール」と基本的な操作を身につ

ける。定員５人の少人数制で初
心者もじっくり学ぶことができ
る（PC・ソフトは会場で用
意）。
講師は、Tooの専属講師。
９月１１日午前１０時～午後５時

江戸堀ヤタニビル（大阪市西区）
で。
同じ内容で１１月２６

日、来年１月１５日、３
月１２日も開催予定。

１
９
２
９
年
に
創
業
。「
地
域
か
ら
最
も
信
頼

さ
れ
る
輝
か
し
い
信
用
金
庫
」を
理
念
に
掲
げ
、

中
小
企
業
に
特
化
し
た
金
融
業
を
行
う
。
階
層

別
に
研
修
を
体
系
化
し
、
新
入
職
員
に
は
社
会

人
と
し
て
の
考
え
方
や
主
体
的
に
行
動
す
る
力

を
身
に
つ
け
る
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

大阪商工会議所は「技術者・
研究者のための説明＆伝え方講
座」を開催する。
会議や商談での説明で、伝え
たいことを伝えきれていないと
モヤモヤする、聞き手がイマイ
チ理解していない気がする。技
術者・研究者の方に様々な場面
で使えるわかりやすい説明と伝
え方のポイントを伝授する。

講師は、日本
プレゼンテーシ
ョン教育協会の
渡邊暁美氏。
９月４日１０時

３０分～１７時３０
分、ワ

ンストップビジネスセ
ンター大阪本町（大阪
市西区）で。

渡邊暁美氏

�やさしい決算書の読み方講座
大阪商工会議所は「やさしい決

算書の読み方講座」を開催する。
同講座は、「受講修了直後から決

算書を読める、理解できる」を目
標に、グループワークやディスカ

ッションを通じて、決算書の構造
やそこから見える企業活動の特徴
や問題を理解・分析できる力を身
につける。簿記や経理の知識は不
問。
日 時 ８月５日１０：００～１７：００
講 師 フラッグシップ経営の長

尾康行代表取締役社長

�社内講師をする人のための教
え方講座
大阪商工会議所は「社内講師を

する人のための教え方講座」を開
催する。
同講座では、社内で新人や若手

社員に知識やノウハウを教えなけ
ればならない方や部下指導で悩ん

でいる方を対象に、自分が「知っ
ていること」「できること」を人に
教えるための秘訣を伝授する。
日 時 ８月６日１０：３０～１７：３０
講 師 日本プレゼンテーション

教育協会の西原猛代表理
事

会 場 ワンストップビジネスセ
ンター大阪本町（大阪市
西区）

宇久島未来まちづくりプラン

受講企業の

１

声

大阪商工信用金庫

顧客視点を大切に：ゆみりか（労
務）のスタッフ一同

▼年間の
研修
一覧

８、９月開催の講座・研修

人
財
を
育
て
る人事部 金子 涼 氏

吉田 桃子 氏

社会人の土台づくりに

情報通信技術の強みを活かし�宇久
島未来まちづくりプラン�に参画

顧客によりそい、必要なサービスを
提案する社労士

２０２５年（令和７年）７月２５日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８１（３）
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株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

牧

野

明

次

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社

取
締
役
会
長

本

荘

武

宏

阪
和
興
業
株
式
会
社

相
談
役

古

川

弘

成

株
式
会
社
フ
ジ
オ
フ
ー
ド
グ
ル
ー
プ
本
社

代
表
取
締
役
社
長

藤

尾

政

弘

株
式
会
社
広
瀬
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

�

瀬

恭

子

Ｊ
Ｒ
西
日
本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
株
式
会
社

取
締
役
会
長

平

野

賀

久

ヒ
グ
チ
産
業
株
式
会
社

顧
問樋

口

信

治

タ
カ
ラ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

渡

辺

岳

夫

株
式
会
社
鴻
池
組

代
表
取
締
役
社
長

渡

津

弘

己

Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

取
締
役
会
長

米

田

昭

正

近
鉄
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

顧
問吉

田

昌

功

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

吉

川

秀

�

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

芳

井

敬

一

コ
ニ
シ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

横

田

�

株
式
会
社
小
倉
屋
山
本

代
表
取
締
役
社
長

山

本

博

史

弁
護
士
法
人
山
本
特
許
法
律
事
務
所

弁
理
士

山

本

秀

策

江
綿
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

山

田

陽
太
郎

丸
紅
株
式
会
社

執
行
役
員

大
阪
支
社
長

森

島

弘

光

合
同
会
社
ユ
ー
・
エ
ス
・
ジ
ェ
イ

社
長村

山

卓

レ
ッ
キ
ス
工
業
株
式
会
社

取
締
役
相
談
役

宮

川

恭

一

暑
中
お
見
舞
い

申
し
あ
げ
ま
す

２
０
２
５
年
盛
夏大

阪
商
工
会
議
所
役
員
・
議
員
有
志
一
同

（
氏
名
五
十
音
順
）

（４）２０２５年（令和７年）７月２５日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８１
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町町
工工

場場かからら世世界界
へへ

大
阪
商

工会議所×大阪
信用

金
庫

大
阪
・
関
西
万
博
で
、
画

期
的
な
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
が

誕
生
す
る
。
エ
ー
ス
シ
ス
テ

ム
（
和
泉
市
）
を
は
じ
め
陸

水（
堺
市
）、
テ
ラ（
大
阪
市
）

の
３
社
が
共
同
開
発
。
環
境

問
題
と
食
糧
問
題
と
い
う
世

界
的
な
課
題
解
決
へ
の
新
た

な
一
歩
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

最
大
の
特
徴
は
、
大
阪
産

も
ん

の
食
材
「
大
阪
産
」
を
最
大

限
に
活
用
し
、
生
産
か
ら
消

費
ま
で
の
全
過
程
で
環
境
負

荷
を
最
小
限
に
抑
え
る
点
に

あ
る
。

食
材
の
選
定
と
加
工
の
段

階
で
は
、
陸
水
が
手
が
け
る

陸
上
養
殖
で
育
て
ら
れ
た
魚

や
、
規
格
外
と
な
っ
た
大
阪

産
の
農
産
物
を
厳
選
。
エ
ー

ス
シ
ス
テ
ム
の
特
許
技
術
で

あ
る
過
熱
水
蒸
気
調
理
に
よ

っ
て
、
食
材
の
栄
養
価
を
損

な
う
こ
と
な
く
、
長
期
間
の

保
存
が
可
能
に
な
る
。

テ
ラ
の
急
速
冷
凍
技
術
に

よ
り
、
食
材
の
鮮
度
を
保
ち

つ
つ
、
長
期
保
存
を
実
現
。

バ
イ
オ
プ
ラ
製
の
エ
コ
な
容

器
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り

環
境
負
荷
を
低
減
し
、
フ
ー

ド
ロ
ス
削
減
に
貢
献
す
る
。

万
博
会
場
で
は
、
３
Ｄ
ホ

ロ
グ
ラ
ム
映

像
を
通
じ

て
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
が
実

現
し
た
未
来

の
食
卓
を
体

験
で
き
る
。

食
材
の
生
産

か
ら
消
費
ま

で
の
過
程
を

視
覚
的
に
捉

え
、
そ
の
持

続
可
能
性
を

体
感
で
き

る
。今

回
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
異
業
種
間

の
連
携
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
結
晶
。

エ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
食
品
加

工
技
術
、
陸
水
の
陸
上
養
殖

技
術
、
テ
ラ
の
急
速
冷
凍
技

術
が
融
合
し
、
画
期
的
な
フ

ー
ド
シ
ス
テ
ム
が
誕
生
し

た
。こ

の
循
環
型
フ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
は
、
大
阪
か
ら
世
界
へ

広
が
り
、
食
料
問
題
の
解
決

に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
基
盤
に
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
も

期
待
さ
れ
る
。

エ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
（
代
表
企

業
）
▽
陸
水
▽
テ
ラ

【
問
合
せ
】
中
小
企
業
振
興

部
�
６
９
４
４
・
６
４
６
１

全
国
の
商
工
会
議
所
・
商

工
会
会
員
限
定
の
商
取
引
支

援
サ
イ
ト
「
ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス

モ
ー
ル
」（
運
営
事
務
局
�
大

阪
商
工
会
議
所
）
内
に
あ
る

ウ
ェ
ブ
商
談
マ
ッ
チ
ン
グ
機

能「
ザ
・
商
談
モ
ー
ル
」で
、

実
際
の
取
引
が
開
始
し
た
成

約
事
例
を
取
り
上
げ
る
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
協

同
組
合
関
西
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

連
合
と
と
も
に
、「
繊
維
・
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
買
い
付
け

商
談
会
」
を
６
月
に
３
回
開

き
、
買
い
手
側
と
し
て
同
５

日
に
ア
イ
ト
ス
、
同
１８
日
に

エ
ミ
ネ
ン
ト
、
同
２６
日
に
大

西
衣
料
が
参
加
し
た
（
写

真
）。売
り
手
側
に
は
延
べ
４１

社
が
申
し
込
み
、
事
前
選
考

を
通
過
し
た
３０
社
が
参
加
。

ゴ
ム
素
材
製
造
な
ど
他
業
種

か
ら
の
参
加
も
あ
っ
た
。

商
談
で
は
、「
熱
中
症
対

策
」
や
「
日
本
の
こ
だ
わ
り

を
感
じ
ら
れ
る
商
品
」
な
ど

テ
ー
マ
を
設
定
。
売
り
手
側

が
時
間
予
約
制
の
商
談
で
買

い
手
側
に
売
り
込
ん
だ
。

売
り
手
側
か
ら
は
「
商
談

会
を
き
っ
か
け
に
、
実
際
に

取
引
が
始
ま
っ
た
」「
商
品
開

発
の
ヒ
ン
ト
も
い
た
だ
け

た
」
と
手
ご
た
え
の
声
が
あ

っ
た
。買
い
手
側
か
ら
も「
次

に
つ
な
が
る
商
談
が
で
き

た
」「
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
企

業
に
出
会
え
た
」
と
い
う
取

引
先
拡
大
を
喜
ぶ
声
が
聞
か

れ
た
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
６
月

１７
日
、「
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
＋
Ｃ

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
〜
Ａ
Ｉ
時

代
に
愛
さ
れ
る
新
事
業
を
つ

く
る
」
を
開
き
、
中
小
企
業

の
経
営
者
ら
１
２
７
人
が
参

加
し
た
（
写
真
）。

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
の
前
田
高
志
代

表
取
締
役
は
、「
生
成
Ａ
Ｉ
時

代
に
は
、
誰
に
何
を
届
け
る

か
を
深
掘
り
し
、
自
社
ら
し

い
、
芯
の
あ
る
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
創
出
で
き
る
か
が
重

要
に
な
る
」
と
述
べ
、「
デ
ザ

イ
ン
思
考
」
を
用
い
て
人
や

企
業
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
魅
力

を
最
大
化
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
解
説
。
武
庫
川
女
子
大

学
の
宗
平
順
己
教
授
が
、
デ

ザ
イ
ン
思
考
と
Ａ
Ｉ
を
活
か

し
た
事
業
創
造
に
つ
い
て
講

話
し
た
ほ
か
、
タ
マ
ト
メ
花

遊
館
の
秦
真
紀
子
専
務
取
締

役
、
Ｕ‐

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｘ
の
高

瀬
淳
代
表
取
締
役
を
交
え
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
。

参
加
者
は
「
課
題
抽
出
の

大
切
さ
を
理
解
で
き
た
」「
思

考
方
法
を
身
に
つ
け
た
い
」

と
感
想
を
寄
せ
た
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

大
阪
商
工
会
議
所
会
員
の

フ
ロ
ン
ト
ッ
プ
は
、
化
粧
品

・
美
容
商
材
の
卸
売
お
よ
び

美
容
機
器
な
ど
の
販
売
を
主

軸
と
し
て
、
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。

大
商
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
て
「
ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ

ー
ル
」
に
登
録
し
、
新
規
の

商
材
・
販
路
開
拓
に
利
用
。

こ
れ
ま
で
買
い
手
と
し
て
２

件
成
約
。今
回
の
案
件
で
は
、

提
案
を
受
け
た
後
す
ぐ
に
デ

ィ
ー
プ
イ
ン
パ
ク
ト
を
訪
問

し
た
こ
と
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
な
成
約
に
つ
な
が
っ
た
。

「
デ
ィ
ー
プ
イ
ン
パ
ク
ト

様
の
商
品
は
非
常
に
魅
力
的

な
化
粧
品
商
材
で
あ
っ
た
の

で
、
今
で
は
毎
月
継
続
的
に

仕
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
」「
ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス

モ
ー
ル
は
、
新
規
の
取
引
先

と
出
会
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て

非
常
に
有
効
的
な
サ
ー
ビ
ス

に
感
じ
て
お
り
ま
す
」

◇

大
商
会
員
の
デ
ィ
ー
プ
イ

ン
パ
ク
ト
は
、
エ
イ
ジ
ン
グ

ケ
ア
化
粧
品
の
販
売
や
美
容

医
療
メ
デ
ィ
ア
の
運
営
、
医

療
用
医
薬
品
広
告
な
ど
を
幅

広
く
手
が
け
て
い
る
。

「
ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
」

は
大
商
担
当
者
か
ら
紹
介
さ

れ
登
録
。
都
度
同
社
の
事
業

と
関
連
性
の
高
い
案
件
に
応

募
し
、
こ
れ
ま
で
売
り
手
と

し
て
１１
回
成
約
し
て
い
る
。

「
フ
ロ
ン
ト
ッ
プ
様
と
の

商
談
は
、
ぜ
ひ
商
品
を
卸
し

た
か
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
今
後
新
た
な
商
品
や

事
業
に
つ
い
て
も
取
引
を
展

開
す
る
見
込
み
で
す
」「
ザ
・

ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
は
操
作
が

分
か
り
や
す
く
、
関
心
分
野

の
案
件
が
登
録
さ
れ
る
度
に

メ
ー
ル
で
通
知
さ
れ
る
た

め
、
自
社
に
合
っ
た
取
引
先

を
見
つ
け
や
す
い
と
感
じ
て

い
ま
す
」

展
示
イ
メ
ー
ジ

２０２５年１月２９日 「買いたい案件」登録
「ECモールで販売可能な美容商材
をお持ちのメーカー様、卸様、募集
します」

大
阪
商
工
会
議
所
は
９

日
、「
商
店
街
ち
ょ
い
売
り
商

談
会

石
橋
商
店
街
編
」
を

開
い
た（
写
真
）。
こ
れ
は
、

「
自
社
の
商
品
を
商
店
街
で

販
売
し
て
み
た
い
」
事
業
者

と
商
店
街
と
の
商
談
会
。

今
回
は
阪
急
宝
塚
線
、
石

橋
阪
大
前
駅
直
結
で
、
地
元

の
方
や
学
生
で
に
ぎ
わ
う
石

橋
商
店
街
で
の
期
間
限
定
出

店
に
つ
い
て
商
談
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
商
店
街

を
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
場
と
し
て
活
用
し
た
い
」

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
大

商
は
商
店
街
と
の
商
談
会
を

引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
４
０

全国の商工会議所・商工会の会員
限定で利用できる、日本最大級の商
取引サイト「ザ・ビジネスモール」
における商談マッチングサービス。
「仕入れたい」「製造してほしい」案
件を会員（�買い手）がウェブ上に
登録し、それに対応できる商品・サ
ービスや技術を持つ会員（�売り手）
が提案をする仕組み。年間約２４００件
の商談が行われている。
問合せ ザ・ビジネスモール事務局

�０５０・７１０５・６２２０

大
阪
商
工
会
議
所
は
６
月

２８
日
、
女
性
の
起
業
促
進
を

目
的
に
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と

な
る
先
輩
起
業
家
を
招
聘
し

た
セ
ミ
ナ
ー
・
交
流
会
を
開

き
、
起
業
家
や
起
業
予
備
軍

約
１
７
０
人
が
参
加
し
た

（
写
真
）。

「
途
上
国
か
ら
世
界
に
通

用
す
る
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く

る
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
２
０

０
６
年
に
マ
ザ
ー
ハ
ウ
ス
を

設
立
し
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

を
は
じ
め
ア
ジ
ア
で
生
産

し
、
国
内
外
に
直
営
店
を
展

開
す
る
マ
ザ
ー
ハ
ウ
ス
の
山

口
絵
里
子
代
表
取
締
役
を
は

じ
め
、
大
商
の
「
第
２
回
活

躍
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
表

彰
」
を
受
賞
し
た
ハ
マ
リ
カ

ラ
ボ
の
濱
野
直
子
代
表
取
締

役
、
Ｅ
Ｋ
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
の
木
原

真
由
代
表
取
締
役
、
Ｔ
Ｒ
Ａ

Ｎ
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
の
隅
田

あ
す
か
代
表
、
ビ
ッ
グ
ナ
ー

ス
ｓ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
金
井
シ
ヅ
エ
氏
が
起
業

の
現
実
と
成
長
の
秘
訣
に
つ

い
て
語
っ
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も

自
分
を
信
じ
て
前
に
進
む
姿

に
勇
気
を
も
ら
っ
た
」「
先
輩

起
業
家
が
様
々
な
場
で
の
学

び
を
自
身
の
事
業
に
活
か
し

て
い
る
の
で
見
習
い
た
い
」

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

大
商
は
引
き
続
き
、
女
性

起
業
家
を
対
象
と
し
た
少
人

数
制
の
勉
強
会
な
ど
を
開

き
、
女
性
起
業
家
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

◆ＩＲビジネスセミナー
大阪府・大阪市ＩＲ推進局の職

員が「区域整備計画」などを説明
し、大阪観光大学観光学部の細川
比呂志教授が「大阪ＩＲ開業に向
けた観光人材育成の課題と展望」
をテーマに講演する。
地域経済の担い手である地元企

業を対象に、２０３０年秋ごろの開業
をめざす大阪ＩＲの実現による経
済活性化やビジネス機会の増加な
どの効果について理解を深めても

らうために実施。
日 時 ８月２５日１４：３０～１６：１５
場 所 ＣＩＶＩ北梅田研修セン

ター（大阪市北
区）

問合せ 地域振興担当
�６９４４・６３２３

◆ＡＩ×新事業開発×クラウドフ
ァンディング３サイト活用法セミ
ナー＆個別相談会
クラウドファンディング（ＣＦ）

のMakuake、CAMPFIRE、KIC

KSTARTERを活用し、既存技術
・製品を応用して新商品を創造す
る方法やＡＩを活用して企画した
ＣＦのプロジェクトを成功に導く
ための秘訣、自社に合ったサイト
の選び方、組み合わせ方について
解説する。CAMPFIREで自社製品
を公開した事業者による事例紹介
もある。セミナー終了後
は個別相談会を実施。
日 時 ９月１０日１４：００

～１６：００

場 所 大阪商工会議所
問合せ 経営相談室

�６９４４・６４５１
◆大阪企業家ミュージアム見学会
・セミナー「Ｚ世代を伸ばす人材
戦略～採用から育成・定着へ」
採用・育成担当者を対象とする

見学会・セミナー。ビーウェルの
里見直樹執行役員がＺ世代を伸ば
す人材戦略について講演する。現
役大学生の生の声も届ける。セミ
ナー後は大阪企業家ミュージアム

の人材育成・活用の事例を紹介す
る見学会も行う。
日 時 ９月２６日１５：００～１６：３０
場 所 大阪企業家ミュージアム
問合せ 大阪企業家ミュ

ージアム
�４９６４・７６０１

◆「チェンバーカレンダー２０２６」
早期割り引きは８月７日まで
大阪商工会議所は、営業活動や

年末年始のごあいさつなどに使え
る名入れカレンダーを販売してい

る。「壁掛型」と「卓上型」の２種
類。各種５０部以上の申し込みで社
名などの名入れ印刷が可能。
８月７日までに申し込むと早期

割引が適用。さらに会員限定で新
規購入者には、名入れ価格から
５，５００円割り引く。会員向けの早期
割引価格は５０～１９９部の注文で、壁
掛型７６０円、卓上型５１０円。部数に
応じて価格が異なる。
問合せ 会員組織担当

�６９４４・６２７４

大
阪
商
工
会
議
所
は
８
月
２９
日
、
採

用
担
当
者
同
士
の
就
職
情
報
交
換
会

「
中
途
採
用
に
つ
い
て
」
を
開
く
。

近
年
、採
用
市
場
は
大
き
く
変
化
し
、

企
業
間
の
人
材
獲
得
競
争
が
激
化
す
る

中
で
、「
ど
う
す
れ
ば
自
社
に
合
っ
た
人

材
を
確
保
で
き
る
か
」「
若
者
の
価
値
観

に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
」
な
ど
の
悩
み

を
抱
え
て
い
る
採
用
担
当
者
は
多
い
。

今
回
は
「
中
途
採
用
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
参
加
企
業
が
採
用
活
動
の

実
態
や
課
題
、
成
功
事
例
な
ど
を
持
ち

寄
り
、率
直
に
意
見
を
交
わ
す
こ
と
で
、

今
後
の
採
用
活
動
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支
援
担
当
�

６
９
４
４
・
６
４
９
９

テーマは「人生の
ための才能と創造
性」。現代的な技術と
伝統的な技術の融合
で作られる。ボヘミ
アン・クリスタルに
よる彫刻が彩る美し
い回廊では双方向型
の展示を行い、グロ
ーバルかつクリエイ
ティブなチェコが体
験できる。

コンセプトは「W
ith Hearts（こころ
に寄り添う）」。未来
の技術を通じて人を
つなぎ、変わらない
価値の重要性を表現
する。大迫力の映像
や３面のスクリーン
で２０４０年の物語を展
開。韓国各地の名物
料理も提供する。

「自然、文化、共
同体―よりよい未来
をともに織りなす」
をテーマに、豊かな
伝統、多様な自然、
創造性を表現。織物
の森を巡る没入型の
空間やＡＩ技術を活
用したインタラクテ
ィブなフェスタを体
験できる。

KOTRA

売り手 ディープインパクト（大阪商工会議所会員）

買い手 フロントップ（大阪商工会議所会員）

�１２�

大韓民国

what’s ザ・商談モール

繊
維
関
係
３
社
と
の
商
談
会

フィリピン共和国

事
前
選
考
経
て
３０
社
が
参
加

石
橋
商
店
街

出
店
希
望
者
と
商
談

女性の起業促進セミナーに１７０人

デ
ザ
イ
ン
思
考
で
新
事
業
創
出

先輩起業家が語る
現実と成長の秘訣

セ
ミ
ナ
ー
に
経
営
者
ら
１２７
人

チェコ共和国

大
阪
・
関
西
万
博
に
出
展

▼万博
出展の
詳細は
こちら

売り手 自社に合う企業と出会う

買い手 新規商材・販路の開拓に

商談成立・受注
２０２５年６月１日

提
案

募
集

�１８�

目指せ飢餓０�大阪の食で世界を笑顔にする

大阪発の循環型フードシステム

大阪・関西万博 見どころ紹介 海外パビリオン採採用用担担当当者者同同士士のの就就職職情情報報交交換換会会
テテーーママはは��中中途途採採用用ににつついいてて��
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「暮らしの未来を体感する」をテーマに、先進的な技術・サービ
スを持った中小企業・スタートアップ９社が、明るい未来社会を展
示します。製品やサービスを見て・触れて・楽しんでみませんか？
リボーンチャレンジ実施主体は大阪商工会議所。

問合せ 産業部 産業・技術振興担当
�６９４４・６３００

農水産物に粉末化や発酵といっ
た保存性を高める加工を施した
「ローカルヘルシーフード」を紹
介。自然な色を楽しみながら、栄
養を備蓄できる除菌＆パウダー化
技術による野菜パウダーを活用し
た食品や、秋田のきりたんぽをベ
ースにしたプロテインバー、酒粕
などを紹介し、フードロスのない
社会を目指す。

医師によるオンライン診療や、
提示されたメニューに沿って楽し
みながら健康を維持するトレーニ
ング、遠隔地に住む家族とバーチ
ャル空間での会食など、MR（複合
現実）技術を利用した高齢者向け
のメタバースサービスを体験でき
る。高齢者が楽しみながら健康を
維持し、社会とつながる新しい可
能性を追求する。

「日常生活から生まれる電力�
生活発電システム」を体験できる。
このシステムは、日常の動作──
扉の開閉──から電力を生み出
し、活用する新しい発電技術。自
閉式レール付きの扉に発電機構を
組み込み、扉の開閉の動きで電気
を発生させ、蓄電した電力を活用。
３０�ほど扉が開くのをアシストす
る。

ローカルフードの新しい価値で食の安定供給
エーエスピー

高齢者が健康になっちゃうメタバース
テクリコ

扉の開閉で電気を創る「生活発電システム」
ユニオンドアテック

国と国、都市と地方、それら場
所の格差の解消を目指して疑似テ
レポーテーションができる。オン
ライン上で場所・目的・時間を指
定してリクエストを出せば、現地
にいるギグワーカーやロボットを
含む現地リソースが割り当てら
れ、希望の現地にログイン、視覚
・聴覚・触覚を共有しながら、さ
まざまな目的の達成ができる。

「モノづくりでいのち輝く未来
を」をテーマに、OSAKAの高い水
準のモノづくりの工程や、DEI（多
様性）を重視した働き方をドーム
型の空間にVRで表現。3Dプロジ
ェクターを活用し、�普段見ること
のできないモノづくり現場�を臨
場感のある演出で体感できる。V
Rは３種類準備しており、どの体
験ができるかは当日のお楽しみ。

表面処理で「色×環境×新技術」
をコンセプトとし、曲がる金属や
剥がせる塗装などMade in JAPA
Nの技術力、SDGs達成に向けたバ
イオマス塗料や環境素材などを展
示。金属を付着した柔らかい皮製
品（野球グローブなど）に実際に
触れて、金属が曲がる驚きや、い
ままでなかった鮮やかな色や輝度
を体験できる。

テレポーテーションができるとしたらどこに行きたいですか？
toraru

未来を創るOSAKAのモノづくりをVRで体感�
OSAKA町工場EXPO

表面処理で『和』ンダフル『美』ューティフル『彩』ステナブル
津田工業

高性能な「月面探索電動バイク」
開発プロジェクト（Luna Rider）
を手がける。「Luna Rider」は大型
月面探索車の課題を補い、高い走
破性・軽量コンパクト設計による
低コストを実現し、宇宙飛行士最
適設計による効率的な探索を実
現。また、過酷な環境を走破可能
な能力が、地上／災害時の救助活
動にも活かされる。

�飾北斎の代表作、富嶽三十六
景「神奈川沖浪裏」に命を吹き込
み、アート・技術・AIが融合する
没入型の体験を提供する。AIによ
るボディトラッキング技術がカメ
ラを通じて来場者の動きを検出。
来場者が大型スクリーンの前に立
つと、自分の動きが北斎の波に反
映され、作品の一部となる感覚を
味わえる。

展示されているタブレット端末
を操作していくつかの選択肢を選
ぶと、あなたの選んだ選択に合わ
せた未来の様子を見ることができ
る。位置情報や生活リズムなどの
情報をもとにして、ナビゲーター
が「健康的な運動について」「スト
レスのない通勤時間について」「デ
ートコースのアドバイス」など、
さまざまな話題を提供する。

月面探索電動バイク 地上・災害時にも活躍
RIDE DESIGN

君の動きが波を動かす� 不思議な北斎アート�
Utsubo

あなた専用の秘書 おまかせライフヘルスナビ
リアルワールドゲームス

ＳｅｒｉｅｓＡ；セレクション ～輝く未来社会の創り手ここにあり～

２０２５年大阪・関西万博 大阪ヘルスケアパビリオン�リボーンチャレンジ�

２０２５年８月１２日（火）～８月１８日（月）
大阪 夢洲 大阪ヘルスケアパビリオン内１階
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